
隊員本人の顔が
分かる写真

北海道名寄市 西川 僚 農業・林業

【年 齢】
29歳

【出身地】
静岡県 富士市

【転出元】
静岡県 浜松市

【前 職】
会社員

【活動時期】
R4.3～ R7.2

（1年目）

北海道で独立就農したいと思い都内の新規就農フェアで名
寄市を知り応募したことがきっかけです。応募までの間、
名寄市へ2回訪問し農業体験や移住体験をしましたが、他
市町村と比べて行政や農協のサポートが良さそうだと感じ、
家族での生活や教育面にも不便さを感じないところも決め
手になりました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）ny-hisyokoho@city.nayoro.lg.jp
（電話番号）01654-3-2111
（担当）総合政策部秘書広報課

活動期間中は地域に馴染むことを目標に、仕事にしっかり
取り組むことはもちろん行事に参加し認知していただきた
いです。また、気候が静岡とは全く違うので名寄市での農
業の仕方を少しでも覚えていきたいです。
任期後は新規就農してもち米を中心とした経営を成り立た
せることと、いずれは地域を担う農業者になっていきたい
と思います。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

米作り(代かき)
田植え前の代かき作業でトラクターからの様子です。
田んぼに水を張ると一面湖のように見えます。代か
きは田植え、収穫に並んでの大きな作業のひとつで
す。土を均平にすることで稲の初期生育に大きく関
わりとても大切で難しい作業です。

●とうもろこし収穫
とうもろこしを収穫しているところです。研修のた
め、ひとりで栽培管理してみました。他の農家さん
にアドバイスいただき悪かった点がいくつか見つ
かったので来年は改善できると思いました。

●なよろ産業まつり
産業まつりに手伝いとして参加しました。農業が基
幹産業のため餅まきやクイズの景品も農産品でとて
も盛り上がっていました。生産者は消費者と交流で
きる良い機会だと思いました。
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